
２０２２年度奨学金に申し込みを希望される留学生の方へ
２０２２年度の各種奨学金の申請を希望される留学生は２０２２年度奨学金申請書を提出しなければなりません。また、２０２２年４月現在で大学院在籍の者は下記のとおり実施する面接を受けなければなりません。２０２２年度の各種奨学金の申請を希望される留学生は期限までに所属専攻・学科事務室へ申請書を提出して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
提出書類：２０２２年度奨学金申請書（部内選考用）、国民健康保険証の写し（留意事項参照）
　　　　　在留カードの写し
申請書交付場所：所属専攻・学科事務室

申請書提出期限：所属専攻・学科事務室でお尋ね下さい。
面接日時：（物理系・電気系・化学系所属留学生）２０２１年９月２９日（水）午前

（地球系・建築系所属留学生）　　　　２０２１年９月３０日（木）午前
面接場所：未定（桂キャンパス　Ｂクラスター内）
※後日、詳細な時間割をお知らせします。
　　　　　　状況によりオンラインによる面接とする場合があります。
1． 留意事項：

2． 現在学部生で修士課程に進学予定の者、現在修士課程で博士課程に進学予定の者、現在研究生等で大学院に進学予定の者については、申請時点で合格が決定している者のみ面接を受けることができます。
3． 申請書は原則、タイプ入力とします。作成後にプリントアウトし、最終ページ所定欄に日付と署名を自筆にて記入し、提出してください。手書きにて作成する場合は、丁寧に記入してください。なお、できる限り日本語で作成してください。
4． 大学院生が２０２２年度の奨学金に申請するためには、年３回（９月・１０月・４月）行う面接のいずれか１回を受ける必要があります。面接を受けた留学生のみ各種奨学金に申請する資格が与えられます。
5． 奨学金の申請にあたっては、国民健康保険に加入し、保険料を支払っている方が対象に
なります。申請時には国民健康保険証の写しを添付願います。
※申請書を提出する必要がない方も国民健康保険が更新された場合は写しを提出しなければなりません。
6． 面接は、日本語または英語により６名前後のグループで行います。申請者には自己紹介及び各自の研究テーマ等について２分間のスピーチをしてもらいます。財団の面接が日本語で行われる奨学金については、工学の面接を日本語で受けた者を優先して推薦します。
